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社会福祉学科 ／ 専門基礎科目群
授業科目 

発達⼼理学

ディプロマポリシーとの関連性

授業の概要
発達という概念はかつての「誕⽣から成体まで」から「⽣涯にわたる変化」へととらえ⽅が変化している。
いずれの分野においても、⼈とかかわる職業においては、後者のような視点を持って理解・⽀援にあたることが重要である。
そのためにはまず⼈間の「発達」という変化の⼀般的な傾向と個⼈差の存在を理解しておくことが必要となる。
以上より本講義では、発達⼼理学の基礎的な内容を⽣涯発達の枠組みで把握することを目的とする。

授業の目的
⼈間の⼼理的な発達について知識を得て、様々なトピックについて考える中で、⼈間の発達に関連する基礎的な教養を⾝につける。

学習目標
1. 「⽣涯発達」の視点で⼈間の「発達」をとらえる。
2. ⼈間の諸活動と諸能⼒の発達に関して理解を深める。
3. ⼈間の段階的な発達に関しての理解を得る。
4. 発達のスピードや⽅向における⼀般的な傾向からのずれとして発達障害（障碍）や適応障害を理解する。
5. 1〜4をふまえ、福祉分野における「発達⽀援」について、考察する。
6. 授業で学んだことを活かした⾃らの意⾒を持ち、それを表現する。

授業計画

使⽤図書

評価⽅法
期末の試験またはレポート、⼩テスト、議論への参加、授業への参加態度で評価する。

担当教員名
遠⼭ 孝司

対象学年 2 対象学科 社会

開講時期 前期 必修・選択 選択

単位数 2 時間数 30

知識・理解 思考・判断 関⼼・意欲 態度 技能・表現

◎ ◎ ◎ ◎ ○

回数 授業計画・学習の主題 学習⽅法・学習課題・備考 担当教員

1 発達とは︖ 講義と課題 遠⼭ 孝司

2 遺伝と環境の影響 講義と課題 遠⼭ 孝司

3 環境が発達に与える影響 講義と課題 遠⼭ 孝司

4 段階的な発達 講義と課題 遠⼭ 孝司

5 ⻘年期とアイデンティティ 講義と課題 遠⼭ 孝司

6 感じ⽅・考え⽅の発達 講義と課題 遠⼭ 孝司

7 発達における個⼈差１（LD,ADHDなど） 講義と課題 遠⼭ 孝司

8 発達における個⼈差２（⾃閉症スペクトラムなど） 講義と課題 遠⼭ 孝司

9 発達における個⼈差3（社会適応における個⼈差） 講義と課題 遠⼭ 孝司

10 発達における個⼈差4（気分の個⼈差） 講義と課題 遠⼭ 孝司

11 道徳性の発達 講義と課題 遠⼭ 孝司

12 記憶と時間的展望の発達 講義と課題 遠⼭ 孝司

13 ⾔語の発達 講義と課題 遠⼭ 孝司

14 発達の最後に 講義と課題 遠⼭ 孝司

15 まとめ 講義と課題 遠⼭ 孝司

使⽤図書 書名 著者名 発⾏所 発⾏年 価格 その他

教科書 なし

参考書 講義内で適宜紹介する。

その他の資料 必要に応じて配布する。 (オンライン配布の可能性あり）



試験受験資格は学則によるものとする。そのため出席状況によっては成績評価の対象とならないこともある。

履修上の留意点
留意点は初回授業時に周知するので必ず参加すること。
資料は適宜配布、紹介する。
授業に積極的に参加することを求める。
講義内容を単純に覚えることではなく、講義内容を基に⾃分⾃⾝や⾃分の⾝の回りの⼈間、⾃分の過去や将来像、⼈間観などに当てはめ
て深く考えること、⾃分が考えた内容を表現できるようになることを求める。

オフィスアワー・連絡先
オフィスアワー︓⽉曜⽇2限（予定）、O513研究室
連絡先︓tohyama@nuhw.ac.jp


